
 

 

 
 

 

 梅雨を彩る紫陽花が美しい季節です。この季節の雨音や紫陽花をもうしばらく楽しみましょう。図書館では，新着書もた

くさん紹介しながら，「図書日和」でこれまでに紹介された先生方からのおすすめ図書や図書委員作成のＰＯＰや栞をつけ

た図書，「本と出会うための本」等を展示中です。図書館で他の人がすすめる一冊との出会いも楽しみましょう。 

 

  

 

 

 

 

教師は１日に１冊の本を読むべきである  

英語科   廣瀨裕二 先生 

 初任校・種子島高校での教員生活１年目。たまたま教育関係の通信か何かに目を通していた時，県外の校長先

生の随筆が掲載されていました。その校長先生が若い頃，帰宅途中の列車内で同僚のベテラン教師と偶然一緒に

なり，「君は１日に何冊の本を読むのか。」と聞かれたそうです。「えっ，１ヶ月にですか。」と聞き直したところ，

その博識のベテラン教師が「教師は１日に１冊の本を読むべきである。」と呟いたということでした。その言葉に

感銘を受け，その後の教師としての姿勢が変わった場面を述懐している内容でした。当時，自分（＝廣瀨）は教

材研究と野球部の指導に明け暮れる毎日で，この文章を読んだ時には「このベテラン教師は，何を夢みたいなこ

とを言っているのだろう。今の自分にそんな余裕はある訳が無い。」が，正直な気持ちでした。 
 今年の元旦，年頭にあたって「１年間で５０冊の本を読む。」を自分なりの目標に定めました。週に１冊のペー

スで読めれば大体５０冊ですので，何とか達成したいと思っていました。先日，真保裕一氏著の再生物語シリー

ズの第４弾「オリンピックに行こう！」を読み終え，８０冊になりました。勿論，決して読書は強要されるもの

ではなく，読書の価値は冊数や読む速度で決まるものではないということは認識しています。それでも，自分（＝

廣瀨）も教員生活の終焉間近になって，ようやく上記のベテラン教師の言葉が少しだけ分かってきた気がします。

高校生や大学生時代，新米教員の頃にもっと早く気づいていれば，違った人生になっていたかもしれません。 
 新型コロナウイルスの影響によるStay Homeを活用して，皆さんは何をしていたのでしょうか。緊急事態宣言

が解除され，当たり前の日常が戻りつつある現在ですが，校内の図書室や近隣の公立図書館を訪れる機会や，読

書の時間も増やして欲しいものです。                         
 
※人生は様々な苦労や失敗，挫折の連続ですが，必ず「敗者復活戦」があります。真保裕一氏著の再生物語シリ

ーズ，『デパートへ行こう！』『ローカル線で行こう！』『遊園地に行こう！』『オリンピックに行こう！』は，一

読をお勧めします。 

＜図書館所蔵資料＞ 
 
『ローカル線で行こう！』  913 ｼ 
『オリンピックに行こう！』  913 ｼ 
『デパートへ行こう！』 913 ｼ  文庫本です！ 
『遊園地に行こう！』  913 ｼ  文庫本です！ 
 

図書館オリエンテーションを行いました！ 

 １年生の探究基礎の時間に，図書館オリエンテーションを行いました。 

図書館所蔵の図書や新聞･雑誌の紹介及び日本十進分類と図書の探し方， 

本校図書館以外の公共図書館や大学図書館資料の検索方法，インターネ 

ット情報源の活用について学びました。1年生の皆さんは，これからの 

読書活動や探究学習，教科学習に大いに図書館を活用しましょう。わか 

らなかったり迷ったりしたときには，相談してください。２．３年生も 

これまで以上に図書館を活用しましょう。  

 




